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先述した高面質 CMP プロセスに，高スループット化を付与

できるか，そしてその検証と 5 年間にわたるプロジェクトの

CMP の総括をこの半年で出来るのかが大きなプレッシャーで

あったことを思い出す．しかしながら，当時 FUPET 加工チーム

のリーダーの加藤智久氏，河田氏，株式会社デンソーの長屋

正武氏，昭和電工株式会社の貴堂高徳氏，株式会社タカトリ

の前田弘人氏，旭ダイヤモンド工業株式会社の高鍋隆一氏，

当時株式会社ディスコの多和靖展氏ら諸先輩たち，技術スタ

ッフの中山智弘氏らの寛容かつ多大な支援によって，スラリー

プロセスの実機試験から評価検証まで何一つ不自由なく活動

させて頂けたことに感謝したい． 

当初は，不二越機械工業株式会社様のご協力にてデモ評

価の形で実施させて頂いた．そして，ウェーハ何枚かであった

がスクラッチフリーかつ，X 線トポグラフィによっても潜傷のな

いことが確認された基板を得ることができた．つまり高速スラリ

ープロセスでも当時の国プロCMP スペックを満足しうる可能性

を実証できた訳である．さらに本論文でも示したように高速研

磨機との組み合わせで Si 面で最高 10μm/h を超える研磨レー

トを実現することも出来た．結果的に，前工程のダメージ除去

は数分で済み，ダレやウネリなどの基板形状の悪化も殆ど見

られないことも分かった．またデモ試験中，一般的な水張りに

よる基板保持であったにも拘わらず，スリップアウトや基板割

れなどの不具合もなく順調に評価できた点にも感謝したい． 

 そうなると面品質の比較は CMP の次工程である水素エッチ

やエピ成長などの実プロセス検証が必要となるが，ローム株式

会社の浅水啓州氏に水素エッチング処理を実施頂くことがで

きた点も幸いであった． 

本音を言うと，当初この高速スラリーは高面質スラリーとの置

き換えを目論んでいたが，両 CMP 面への水素エッチングで発

生したステップバンチングの密度の観点から，当時のタイミン

グでの置き換えは断念した．しかしながら，水素エッチング以

外の事前評価結果からも，高速 CMP によるダメージは絶望的

なレベルではなく，X 線トポグラフィで検出が難しいレベルの

極々浅い潜傷であろうと予想し，ダメージ深さの確認を兼ねて，

高面質 CMP スラリーとの連接とすることを着想した 3)． 

さらに，日立ハイテクノロジーズ様のご協力で非破壊で潜傷

が評価できるミラー電子顕微鏡（MEM）の評価を短期間に二

回も実施頂けた点も感謝の念につきる．本 MEM 評価と水素

エッチング評価での相互検証を行えたことで，高速 CMP での

ダメージ深さを定量化でき，高面質スラリーで追加 CMP を

極々短時間行うことによって従来の CMP のスループットを 5

倍以上にできる二段 CMP の原型を作り上げることが出来た． 

 

３．裏話 

高速スラリー開発当初のエピソードに遡る．ケミカルに強酸

化剤を用いている点，更に高レート化のため pH を酸性側とし

た組成設計としていたため，「確かにレートは出るだろうけれど

装置へのダメージが懸念」というお声が殆どであった． 

しかし当社でのデモなどで少しずつお客様の興味も頂き始

めたころ，産総研加藤氏にお声掛けいただき，良質な基板を

借用しての当社デモ評価する機会を頂いたことがあった． 

しかし，その際の産総研の高感度な評価による面質評価結

果は惨憺たるものであった．基板面にスクラッチが発生，期待

ほど高くないレート，平坦度は規格外，との速報が…． 

期待を裏切り，この開発路線を継続する意味があるのだろう

か？と重い足どりで産総研に結果を聴取に伺った際，加藤氏

に「強酸化剤支援 CMP プロセスが装置へダメージを与えるリ

スクが現状あるとしても，量産化が進めば装置側の対策もなさ

れ許容できる時代になるはずなので，あきらめず高面質と高

速化を両立したスラリープロセス開発で貢献してほしい」との

お言葉に救われたことが昨日のように思い出される． 

その後，装置に殆どダメージがない中性領域にて，安定し

て高レートかつ前述した高面質のスラリープロセス実現に繋が

り，本論文に示した二段 CMP を提案できることができ 4)，国プ

ロのウェーハプロセス時間短縮に貢献できた点に感謝した

い． 

 

４．論文賞受賞 
この度は砥粒加工学会の論文賞を賜り大変光栄です．受

賞式当日は外国出張と重なってしまい慙愧の念に堪えません

でしたが，今後またこのようなご縁を頂けますよう日々尽力して

いきたいと存じます．最後にこのような機会を与えて頂いたフ

ジミインコーポレーテッド並びに陰日向なく支援していただい

た開発チームメンバーにも感謝したい． 

 

５．ふりかえって 

今後も砥粒加工学会の諸先輩の論文での勉強や交流を賜

りつつ，皆様のご要望に沿えるような SiC スラリープロセス開発

に日々精進し量産化に貢献したい所存です．今後とも何卒よ

ろしくお願い申し上げます． 
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